
　

三
島
〜
修
善
寺
間
を
結
び
、
私
た
ち
地

域
住
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
地

域
の
足
」
と
し
て
、
日
々
運
行
す
る
伊
豆

箱
根
鉄
道
駿
豆
線
（
通
称
「
い
ず
っ
ぱ

こ
」）。
そ
の
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」
が
、
平
成

30
年
（
２
０
１
８
）
で
、
前
身
と
な
る
豆

相
鉄
道
開
業
か
ら
数
え
て
、
１
２
０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」は
、県
内
初
の
私
鉄「
豆

相
鉄
道
」と
し
て
、明
治
31
年（
１
８
９
８
）

に
開
業
し
ま
し
た
。
開
業
当
時
、
駅
は

三
島
町
駅
（
現
：
三
島
田
町
駅
）、
大
場

駅
、
原
木
駅
、
南
條
駅
（
現
：
伊
豆
長
岡

駅
）
の
４
駅
の
み
。
現
在
の
形
と
な
っ
た

の
は
、
開
業
か
ら
36
年
後
、
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）
の
こ
と
で
し
た
。

　

１
２
０
年
も
の
間
、
地
域
住
民
と
と
も

に
あ
り
続
け
た
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」。
現
在

も
変
わ
ら
ず
、
通
勤
・
通
学
を
行
う
地
域

住
民
や
、
沿
線
沿
い
の
観
光
地
を
訪
れ
る

観
光
客
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が

日
々
利
用
す
る
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」。

　

今
回
は
１
２
０
周
年
を
記
念
し
、「
い

ず
っ
ぱ
こ
」
の
変
遷
に
迫
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

※
田
方
広
報
研
究
会
は
、
伊
豆
市
、
伊
豆

の
国
市
、
函
南
町
、
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
、

伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
各
広
報
担

当
で
構
成
さ
れ
て
い
る
田
方
地
域
の
広

報
研
究
会
で
す
。

※
古
い
写
真
の
一
部
は
、
伊
豆
箱
根
鉄
道

㈱
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
。

問
広
報
広
聴
課
☎
９
８
３
・
２
６
２
０

伊豆長岡駅伊豆仁田駅 修善寺駅

三島駅
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